
令 和 ３ 年 ２ 月 ２ 日

第７０回小樽開発建設部入札監視委員会の審議概要

小樽開発建設部では、入札・契約の過程や契約内容の透明性を確保するため、外部の学識

経験者５名を委員とする入札監視委員会を年４回開催しており、今回は今年度３回目の開催

となります。

今回の委員会では、令和２年４月１日から令和２年６月３０日までに契約した工事、建設コ

ンサルタント業務等、役務の提供等から６件を対象に、一般競争等参加資格の設定の理由、経

緯等に関する審議を行いました。

（対象工事等）

・尻別川改修工事の内 蘭越地区河道掘削外工事

・一般国道５号 小樽市 朝里橋補修工事

・小樽港 第３号ふ頭岸壁（－１０ｍ）改良その他工事

・石狩湾新港外４港 水中部施工状況確認業務

・小樽開発建設部管内営繕施設２０工事監理業務

・複合機２２台借入及び保守（単価契約）

令和２年１２月２２日に開催されました「第７０回小樽開発建設部入札監視委員会」の

審議概要について、別紙のとおりお知らせします。

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部

契 約 課 長 中本 敦浩 0134-23-5129（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

契約課長補佐 若山 良伸 0134-23-5129（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）

小樽開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ot/

https://www.hkd.mlit.go.jp/ot/


第７０回小樽開発建設部入札監視委員会 審議概要

開催日及び場所 令和２年１２月２２日（火） 小樽開発建設部 第１会議室

委 員 穴沢 眞 （小樽商科大学学長）
石橋 八千代 （小樽観光協会理事)
鹿角 健太 （弁護士）
亀山 修一 （北海道科学大学教授）
椎野 雅之 （税理士）

(五十音順)

審 議 対象期 間 令和２年４月１日～令和２年６月３０日

議 事
１ 入札談合防止対策に関する報告
２ 入札・契約手続きの運用状況等の報告
３ 審議工事等に係る一般競争(指名競争)参加資格の設定理由、経緯等に関する説明及び
審議

委員からの意見・質問、それに対する回答等

意 見・質 問 回 答

【入札談合防止対策に関する報告】
・特になし

【入札・契約手続きの運用状況等の報告】
・特になし

【審議対象工事等に関する説明及び審議】
［一般競争入札方式（ＷＴＯ対象工事以外）］
尻別川改修工事の内 蘭越地区河道掘削外工

事
・入札辞退者がいるが、辞退したことを他の入 ・入札手続き上、知り得ることはない。
札参加者は分かるのか。

・本工事の応札可能企業は何者あるのか。 ・本工事設定の同種工事実績を有している者
が２０者、又より同種性の高い工事の実績を
有している者が１５者である。

・それなりの応札可能企業がある中で、なぜ参 ・年度の端境期に各企業で技術者の手持ち工
加者が少ないのか。 事の進捗状況も勘案し技術者の配置を決めて

いく中で、手持ち工事の工期延伸で技術者配
置が困難になったり、他工事への配置を優先
するなどの事情により、本工事への配置が困
難であったのではないかと推測される。

［一般競争入札方式（ＷＴＯ対象工事以外）］
一般国道５号 小樽市 朝里橋補修工事

・一者応札でかつ落札率が高い工事であるが、 ・本工事は専門性の高い工種が含まれており
これらの要因はどのようなことが考えられる 専門下請企業の確保が難しかったこと、一方
か。 で工事規模が大きなものではないことなど

が、一者応札や高落札率の要因ではないかと
推測される。

［一般競争入札方式（ＷＴＯ対象工事以外）］
小樽港 第３号ふ頭岸壁（－１０ｍ）改良そ

の他工事



・技術提案と施工体制の評価は同じものか。 ・技術提案については提案項目にある施工上
の留意点に対する提案の評価を行い、施工体
制については応札価格で確実に施工が可能で
あるかの視点から評価を行っており、それぞ
れ別に評価し、最大30点をそれぞれ加点する
ものである。

・使用する作業船の保有状況による評価は、ど ・作業船は一般的な建設機械とは異なり全国
のような趣旨から項目設定しているのか。 規模で調達しなければならないため、使用す

る作業船を自社で保有している場合は港湾工
事の施工管理を図る上で、それ相応の評価に
値するものとして設定している。

・この工事も一者応札であるが、要因はどのよ ・本工事は水深１０ｍ以深の岸壁構造物を撤
うなことが考えられるか。 去・新設する工事であり、難易度が高く、ま

た、岸壁背後の上屋に影響を与えてはならな
いといった、施工上細心の注意が求められる
工事であることなどが応札を控えた要因と推
測される。

［一般競争入札方式］
石狩湾新港外４港 水中部施工状況確認業務

・水中の施工状況確認作業は難しいことなの ・現地の施工状況が仕様に適合しているかを
か。 計測・確認する作業なので難しくはない。

・受注者は社団法人であるが、民間のコンサル ・入札参加資格については、土木関係コンサ
会社でも応札可能なのか。 ルタントとしており、業務実績要件について
また、一者応札となった要因は何か。 も一般的な潜水調査や工事における潜水作業

としていることから応札は十分可能であり、
入札説明書等についても複数社が閲覧してい
る。一方、業務における確認作業は単発的に
行われることから、恒常的な潜水士の雇用若
しくは手配調整が業務を確実に履行するため
には必要となる。本年度は漁港で大規模に潜
水調査を実施していることもあり、調整能力
に長けた法人のみの応札となったものと推測
される。

［通常指名競争入札］
小樽開発建設部管内営繕施設２０工事監理業

務
・応札者の入札価格に幅があるが、このような ・建築関係コンサルタントではよくあるケー
結果はよくあることなのか。 スで、一般的に小さな建築事務所は低い価格

で、比較的大きな企業は高めに入札する傾向
があり、経費関係の大小が入札価格に影響し
ているのではないかと推測される。

［一般競争入札方式］
複合機２２台借入及び保守（単価契約）

・今回の入札は低価格で落札となっているが、 ・予定価格算出に当たっては、入札の都度、
この落札価格を次回の予定価格に反映させるこ 参考見積書を複数者から徴取し、その結果を
とはあるのか。 基に算出しているため、今回の落札価格を今

後の予定価格に反映させることはない。

委員会による意見の具申又は勧告の内容

・なし



抽出案件の入札・契約情報
【工事】

競争参加
工 事 名 入札方式 工事 資格を確 入札 契 約 契約の相手方 契約金額 落札率 備考

区分 認した者 者数 締結日
の数 ※1 (単位:千円) (単位:％)

尻別川改修工 一般競争 一般 １ １ 2. 4.16 (株)佐々木 116,930 93.75
事の内 蘭越 入札方式 土木 組
地区河道掘削 (WTO対象
外工事 工事以外)

一般国道５ 一般競争 一般 １ １ 2. 6.30 瀬尾建設工 133,100 98.56
号 小樽市 入札方式 土木 業（株）
朝里橋補修工 (WTO対象
事 工事以外)

小樽港 第３ 一般競争 一般 １ １ 2. 4.30 あおみ建設 524,700 95.75
号 ふ 頭 岸 壁 入札方式 土木 （株）
（－１０ｍ） (WTO対象
改良その他工 工事以外)
事

※１ 競争参加資格を確認した者の数は一般競争の場合。工事希望型においては技術資料の提出を要請した者の数、工事希

望型以外の指名競争においては指名業者数と読み替える。

【業務】

競争参加
業 務 名 入札方式 業種 資格を確 入札 契 約 契約の相手方 契約金額 落札率 備考

区分 認した者 者数 締結日
の数 ※1 ※2 (単位:千円) (単位:％)

石狩湾新港外 一般競争 土木関 １ １ 2. 5.13 (一社)日本 10,450 98.24
４港 水中部 入札方式 係コン 潜水協会
施工状況確認 サルタ
業務 ント

小樽開発建設 通常指名 建築関 １７ １７ 2. 4.23 (株)澄建築 17,358 68.19
部管内営繕施 競争入札 係コン 設計事務所
設２０工事監 サルタ
理業務 ント

※１ 競争参加資格を確認した者の数は一般競争の場合。公募型競争、簡易公募型競争及びプロポーザル方式においては手

続への参加資格及び業務実施上の条件を満たす参加表明書の提出者数、通常指名競争においては指名業者数、参加者の

有無を確認する公募手続を行った契約方式でプロポーザル方式へ移行したものにおいては応募要件を満たす参加意思確

認書の提出者数と読み替える。

※２ 入札者数は競争入札の場合。プロポーザル方式及び参加者の有無を確認する公募手続を行った契約方式でプロポーザ

ル方式へ移行したものにおいては技術提案書の提出者数と読み替える。

【物品・役務】

競争参加
業 務 名 入札方式 業務 資格を確 入 札 契 約 契約の相手方 契約金額 落札率 備 考

分類 認した者 者数 締結日
の数 ※1 ※２ (単位:千円) (単位:％)

複合機２２台借 一般競争 役務の １ １ 2. 4.23 リコージャパ 26,051 20.29
入及び保守（単 入札方式 提供等 ン（株）
価契約）

※１ 競争参加資格を確認した者の数は一般競争の場合。指名競争においては指名業者数、企画競争においては企画提案書

の提出者数、参加者の有無を確認する公募手続を行った契約方式で企画競争へ移行したものにおいては応募要件を満た

す参加意思確認書の提出者数と読み替える。

※２ 入札者数は競争入札の場合。企画競争においては企画競争参加資格要件を満たす企画提案書の提出者数、参加者の有

無を確認する公募手続を行った契約方式で企画競争方式へ移行したものにおいては企画提案書の提出者数と読み替える。


